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1. 研究背景及び目的 
 楽曲にはアーティストや作曲者ごとに特徴がある.

特に,ポピュラー音楽では,メインメロディとなるボー

カルパートの旋律にその特徴が表れると考えられる.

現在まで,アーティストの特徴を見出そうとする研究

[1][2]や,旋律どうしの非類似度を計算し,楽曲の分類

や,アーティスト,作曲者の判別等を行う研究[3]は多

く行われている.しかし,アーティストや作曲者の持つ

旋律の明確な特徴を見出すことは出来ていない. 

そこで,本研究ではポピュラー音楽の楽曲の旋律に

表れるアーティストや作曲者ごとの特徴を捉える為の

楽曲間類似度を計算する新たな手法の提案,及び検証

を行うことを目的とする. 
 

2. 提案手法 
2.1 旋律の分割 

ポピュラー音楽のメインメロディであるボーカルパ

ートの楽譜を見ると,音符数や長さは様々だが, 音程

の変動には,緩やかに上昇と下降を繰り返す山のよう

な形状が多く見られる.また,ゲシュタルト心理学にお

いて,人間は山のような音程変化を一つのグループと

して知覚すると考えられている[4].そこで,本研究で

はその山の形にアーティストごとの特徴が表れると考

え,その山を一つのフレーズとし,旋律を分割すること

にした.具体例を以下の図 2.1 に示す. 
 

  
図 2.1 フレーズへの分割例 

音程が下降から上昇に変化する音符をフレーズの開

始音とし,再び下降から上昇に変化した音符の手前

の音符をフレーズの最後の音とする. また,休符は

音程を持たないため,その直前の音符の音程が継続

していることとする. A,B はそれぞれフレーズを表

し,重複している音符 a は両方のフレーズに含める

こととする. 

 

この図のように,音程が下降から上昇に変化する音符

をフレーズの開始音とし,再び下降から上昇に変化し

た音符の手前の音符をフレーズの最後の音とする. ま

た,休符は音程を持たないため,その直前の音符の音程 

 

 

 

が継続していることとする.このようにして,楽曲ごと

に抽出したフレーズを,各楽曲間で比較し,楽曲間類似

度を計算する. 

また, ポピュラー音楽は,A メロから B メロ,そして 

サビの繰り返しで構成されているものが多い.これよ

り,曲の最初に現れる A メロから,その後に現れるサビ

が終わるまでのワンコーラスの楽譜に,アーティスト

の特徴が表れるのではないかと考え,本研究では,ポピ

ュラー音楽のワンコーラスを分析対象とした. 

2.2 フレーズ間類似度の計算 

 まず,各楽曲から抽出されたフレーズ同士の似てい

る度合いを表すフレーズ間類似度を計算する.その為

に,各フレーズに含まれる音符を時系列順に直線で繋

ぎ,各フレーズの横軸を時間,縦軸を音程とした折れ線

で表す.また,各フレーズの最初の音符を時間軸で 0,

最後の音符が 1 となるように折れ線の時間軸に対し,

縮小または拡大を行う.また,時間軸に対し行なった縮

小または拡大と同じ比率で縦軸に対しても同様の操作

を行なう.フレーズを折れ線で表現した例を以下の図

2.2 に示す. 
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図 2.2 フレーズを折れ線で表現した例 

上の楽譜で表されたフレーズを折れ線で表現した図

を示す.横軸は規格化された時間,縦軸は時間に対す

る規格化と同じ比率で縮小または拡大を行なった音

程を表す. フレーズの 1 つ目の音符から時系列順に

フレーズの最後の音符まで直線で繋いでいる.休符

はその直前の音符の音程が継続しているとものとす

る. 

 

上図のように全てのフレーズを折れ線で表す. 

以上の操作を行なった後,類似度を計算したい 2 つ

のフレーズの音程の平均をそれぞれ求め,互いの平均

が一致するように 2 つのフレーズの折れ線どうしを重

ね合わせる.そして,音程の平均に基準線を引き,2 つ

の折れ線とその基準線より形成される図形から,類似
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度を計算する.その例を次の図 2.3 に示す. 

  
図 2.3 フレーズの重ね合わせ 

横軸は規格化された時間,縦軸は時間に対する規格

化と同じ比率で縮小または拡大を行なった音程を表

す.実線と破線がそれぞれのフレーズの音程の変動

を表し,平均に基準となる直線を引いている.各フレ

ーズの折れ線と基準線よりそれぞれ図形を形成し,

互いのフレーズの図形が重なり合っている部分に網

がけをしている.また,重なり合っていない部分が斜

線部となる. 

 
この図において,実線と破線がそれぞれのフレーズの

音程の変動を表し,各フレーズの折れ線と基準線より

それぞれ図形を形成し,互いのフレーズの図形が重な

り合っている部分に網がけをしている.また,重なり合

っていない部分が斜線部となる.そして,網がけされて

いる部分の面積を,斜線部と網がけされている部分の

合計の面積で割ることによりフレーズ間類似度を求め

る. 

2.3 楽曲間類似度の定義 

 2.2 の操作を,類似度を計算したい 2 曲のフレーズ

どうし総当りで行い,各フレーズの類似度として,フレ

ーズ間類似度が最大となる組合せの類似度を採用し,

それらの合計値を算出する.その値を 2 曲の合計フレ

ーズ数で除すことにより求められた値を楽曲間類似度

と定義する. 
 

3. 分析対象楽曲 
本研究では,バンド形式で演奏されているポピュラ

ー音楽全 21 曲 5 アーティストの楽譜データを用いて

分析を行った.対象アーティスト,ジャンル,出身国を

以下の表 3.1 に示す.曲数は,Deep Purple のみ 5 曲,

それ以外は 4 曲ずつである. 
 

表 3.1 対象楽曲 

各列左から,アーティスト名,ジャンル,出身国を表

す.5 アーティスト中 3 アーティストがロック,ハー

ドロックとポップが 1 アーティストずつとなってい

る.出身国は日本とイギリスのみで,ポピュラー音楽

として一般に広く浸透しているアーティストを採用

している. 

4. 結果及び考察 
 本研究では,バンド形式のポピュラー音楽 5 アーテ

ィスト全 21 曲で類似度を計算した.以下に今研究で最

も良い結果となった BUMP OF CHICKEN の結果について

示す. 
 

表 4.1 BUMP OF CHICKEN の結果 
 

天体観測 
ダンデ 

ライオン 

ハルジ 

オン 

ベンチと 

コーヒー 

天体観測 1 0.66 0.68 0.60 

ダンデライオン 0.66 1 0.64 0.55 

ハルジオン 0.68 0.64 1 0.63 

ベンチとコーヒー 0.60 0.55 0.63 1 
他の楽曲との 

類似度の平均 
0.55 0.53 0.57 0.54 

標準偏差 0.061 0.085 0.059 0.058 

各行と列の天体観測,ダンデライオン,ハルジオン,

ベンチとコーヒーはそれぞれ BUMP OF CHICEKN の楽

曲を表し,各行と列の楽曲に対応する楽曲間類似度

が示されている.同じ楽曲同士の楽曲間類似度は 1

となる.また,他の楽曲との類似度の平均は,各列に

対応する楽曲と,BUMP OF CHICKEN 以外の楽曲との

楽曲間類似度の平均を表し,標準偏差は全楽曲との

楽曲間類似度の標準偏差を表す. 

 

表 4.1 を見ると,BUMP OF CHICKEN の楽曲同士の類似

度が,他の楽曲との平均よりも全て高い値を示してい

ることがわかる.このことから,本研究で提案した楽曲

間類似度は BUMP OF CHICKEN の楽曲の旋律に表れる特

徴を捉えられていると考えられる.詳しくは発表で述

べるが,その他のアーティストの結果も,同じアーティ

ストの楽曲の場合,ある程度高い類似度を示し,異なる

アーティストの場合は低い類似度を示した.  

この結果,提案手法の有効性が示された.このことか

ら,アーティストの特徴はフレーズ単位で表れると考

えられる. 

また,フレーズの求め方や,類似度の計算方法の妥当

性についての検証等,詳しい考察は発表で述べる. 
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アーティスト名 ジャンル 出身国 

ASIAN KUNG-FU 

GENERATION 
ロック 日本 

The Beatles ロック イギリス 

BUMP OF CHICEKN ロック 日本 

Deep Purple ハードロック イギリス 

椎名林檎 ポップ 日本 
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